【新潟地区納税貯蓄組合連合会長賞】
税が創る社会とこれからの公平化
　　　　 

新潟市立坂井輪中学校　
　　３年　新田　紗菜　
　世間では税金と聞くと良い印象を感じる人は少ないだろう。しかし、私たちの生活を支える上で、税金は必要不可欠なものである。
　なぜ税金は必要不可欠なのか。それは、多くの人々を支え、社会の様々な場面で役立っているからだ。私たちの身近である「消費税」について考えてみよう。消費税は、私たちが買い物をする際に支払うお金の一部が税金として国や地方自治体に納められる仕組みのことである。この税金は高齢者の年金や医療費など、生活を支えるための大切な社会保障費となる。つまり、この税金のおかげで安心して豊かに生活を送ることができるというわけである。
　しかし、近年では少子高齢化が進んでいるとニュースなどで耳にすることが増えた。国税庁によると、高齢者が増加することで、現役世代一人一人の負担が大きくなり、消費税率の引き上げなどが生じているとのことだ。このことについて私は、高齢者と現役世代の負担の公平化や働き手を増やすなどの対策をし、制度を見直すことが大切だと思った。
　では、高齢者と現役世代の負担の公平化について考えてみよう。私はこの公平化について、「年齢」ではなく「経済力」に応じて社会保障費を負担する仕組みに変えていくべきだと思った。なぜなら、高齢者の中にも、豊かな資産を持つ人は多数いると思うからである。そういう人々には公平・公正ではないかもしれないけれど、少しだけ支援額を減らして、医療費や生活費などで困っている高齢者や現役世代の人々に分け与えるほうが効率的で良いと思う。
　また、税金は国や高齢者だけでなく、私たちの生活も支えている。教育の面では、私たちがしっかり教育に励められるように、生徒一人あたり年間約一〇四万円もの税金が使用され、校舎の維持費や教科書などの補助に役立てられている。私の学校では、能登半島地震により、大きな被害を受け、校舎を新しく建て直すことになった。もし、税金がなければ、市民や保護者の全額自己負担となり、多くの人が不満を持つことになりうるだろう。そういう場面では税金はとても大きな役割を果たしている。では、公共財・公共サービスの提供の面ではどうなのだろうか。私たちの生活を守ってくれている警察署や消防署などはほぼ税金でできている。また、私たちが放課後によく使用する図書館や公園なども税金で成り立っている。つまり、「安全に、健康に生きるため」の全ての環境に税金が使われていることが分かる。
　このように、私たちの生活には数々の税金が成り立って豊かに生活できている。しかし、少子高齢化などの課題が日常生活に悪影響を及ぼすこともある。だからこそ、私たちは効率的で公平・公正を意識した対策を考え、税金と共に生活していくことが大切である。
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